
 

 

折り加工：A4 1/3仕上がり 巻き三つ折り＿地開き 表面 

（紙のサイズ 210mm×297mm 仕上がりサイズ 210×100mm ) 

●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲 

●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ 

●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲 

 

★★★ ＰＤＦに変換して入稿される場合 ★★★ 

「ヘッダーフッター」画面（カーソルが矢印になる上下の余白の範囲でダブルクリック）より 

色つきのガイド線を消してから変換してください 
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終日の委員会審議中、委員会全員で黙祷を捧げました。 
東日本大震災から９年。 

お亡くなりになられた方々のご冥福を心からお祈りすると共に、 
被災された全ての方々に心からお見舞い申し上げます。 

被災地でのボランティア活動が、中区コミュニティ FM 放送局【マリン FM】の開局につながってます。 
(マリン FM８６.1MHz 昨年８月開局) 

消防局審査にて質問に立ちました。 ２０２０．３．４ 
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～誇れる街、 中区～ 

@inami_toshi Facebook 日々の活動を更新中！ Instagram プライベートを中心に更新中！ 

市会 
議員 

と し の す け 

 

いなみとしのすけ 

１． 救急体制の充実強化 
3． 東京 2020オリンピック・パラリンピックに
向けた消防対策  

２．高齢者に対する災害予防対策の推進 
4．都心臨海部の発展に対する消防体制 

以上４項目２２問 

市民局審査にて質問に立ちました。 ２０２０．３．１１ 

１．予算総括 

（１）令和２年度 市民局予算案の所感 

２．自治会町内会活動の支援 

（１）保土ケ谷区の自治会町内会活動支援の取組  
（２）瀬谷区の自治会町内会活動支援の取組 
（３）いなみの考え【自治会町内会に若い世代が参加しやすくなるような支援が必要】についての見解 
（４）いなみの考え【市民局を含め、全市一丸となって自治会町内会を支援していくことが必要】に 

ついての見解 

いなみのおもい 毎年更新される熱中症による救急搬送件数。昨年夏は約２分３０秒毎に出場し 

ております。こうした背景をもとに、救える命を救うため今年度救急車を増やし救急隊を増隊すること 

が決まりました。横浜私立大学と連携し、救急出場件数を曜日や時間帯など細かく分析し、 

日勤救急隊を導入するなど引き続き、市民の安全安心に全力で取り組みます。 



 

 

折り加工：A4 1/3仕上がり 巻き三つ折り＿地開き 中面 

（紙のサイズ 210mm×297mm 仕上がりサイズ 210×100mm ) 

●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲 

●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ 

●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲 

 

★★★ ＰＤＦに変換して入稿される場合 ★★★ 

「ヘッダーフッター」画面（カーソルが矢印になる上下の余白の範囲でダブルクリック）より 

色つきのガイド線を消してから変換してください 
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３．本牧市民プール再整備事業 

（１）入札不調を踏まえた見直しの方向性 
（２）いなみの考え【暫定的な土地活用を図るべき】についての見解 
（３）今後の取組 
（４）いなみの考え【周辺施設と一体となった活用を図るべき】についての見解 

４．横浜文化体育館再整備事業 

（１）横浜武道館のオープンに向けた今後のスケジュール 
（２）メインアリーナの整備に向けた今後の取組 

５．オリンピック・パラリンピック開催推進事業 

（１）会場周辺におけるおもてなし 
ア．観戦客への本市の取組内容 
イ．ボランティアによる主な活動内容 
ウ．横浜スタジアム周辺のトイレ対策 
エ．大会に向けた意気込み 

（２）横浜の国内外への魅力発信 
ア．競技開催自治体だからこそできる取組 
イ．これらの取組を発信していくための工夫 
ウ．いなみの考え【会場となる競技場で市長が会見を行うなど、積極的にＰＲしていくことが重要】に 
ついての見解 

（３）次代を担う子どもたちとの交流 
ア．いなみの考え【子どもたちがオリンピアン・パラリンピアンと握手するなど直接触れ合える機会を 

つくることが重要】についての見解 
イ． いなみの考え【子どもたちには、オリンピアン・パラリンピアンと直接握手するなど感動できる機会 
をレガシーとして遺すべき】についての見解 

以上 5項目 20問 

（令和２年３月現在） 

いなみ俊之助プロフィール １９７０年７月３日 横浜市中区本牧生まれ/本牧元町北部少年野球部卒団 

[経歴]  
ルンビニ幼稚園卒園 
横浜市立南小学校入学 
間門小学校卒業 
横浜市立大鳥中学校卒業 
私立逗子開成高等学校卒業 
奈良産業大学法学部卒業 

２０１５年 初当選 
２０１９年 ２期目当選 
[資格] ヘルパー２級  
[家族] 妻、娘(２０歳)、息子(６歳)、愛犬（５歳） 
[活動] （社福）山手まごころの会 理事長ほか 
[所属委員会] 温暖化対策・環境創造・資源循環委員会 副委員長、 

基地対策特別委員 
 

 詳しいプロフィール 
はこちら！ 

編集：いなみ俊之助事務所 〒231-0842横浜市中区上野町 2-67 TEL: 045-625-1200 E-mail: info@inami-yokohama.com 

いなみのおもい 本牧市民プールリニューアルオープンに向け、土地の暫定利用とともに隣接の
公園緑地とを整備し新たな魅力の創出が必要と考えます。 
また、オリンピックが横浜市で開催されることについて、横浜市立小中学校で学ぶ生徒さんたちとリン
クし、オリンピックを迎える地元の思いを共有しながら多くの感動を肌で感じてほしいと考えます。 
オリンピック開催期間中における会場周辺のトイレの課題については、多様な利用者を想定した整備
を推進。公共トイレの印象ひとつで、来街者が訪れた地域への印象が大きく変わります。 
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